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特集 令和 5年度決算から未来を読み解く !

裏表紙のインタビューもご覧ください



きっと・ずっと・もっと「地域とともに子育てを」
保育料第２子以降無料化は良い事業だと思います。
小規模園ならではの地域・保護者が一体となり園児を
育てる東幼稚園の存続を期待します。

（下土狩　高田さんファミリー )

＼議員が取材 People's Voice／
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ぼくたちの未来、だいじょうぶ？

令和５年度決算から

未来を読み解く！

決算の審議は、前年度の事業成果を
チェックし、今後の予算編成や政策の
改善に生かすとても重要な作業です。
「子育て支援リスタート」を掲げた令
和５年度は、県内初となる保育料第２
子無料化やデジタル技術を活用した
キャッシュレス決済推進事業、いよい
よ完成間近の鮎壺公園整備などが進め
られました。予算の使い方、事業の進
め方は適切か？本号でも町民の意見に
しっかり耳を傾け、未来のまちづくり
につなげていきます。

ながいずみキッズ、大募集！
◀応募はこちらから

保育料第２子以降無料化
� １億２, 0２6万円

キャッシュレス決済推進事業
� １億１, １２7万円

鮎壺公園整備事業
� ３億7, 509万円

小・中学校バリアフリー化改修工事
� 5, 57３万円

議会が注目
期待に見合う成果は出たか

令和５年度決算の詳細は
「広報ながいずみ10月号」へ
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マイナンバーカードタクシー利用助成が妊産婦にも拡大

355件令和５年度
母子手帳交付数

新たな子育て支援がスタート

令和５年度
商品券交付数 1,171件
０歳３歳６歳�
� 節目ごとに子育てを応援
未来っこ応援事業費� １, １48万円

安心して子育てができる環境を整え、子育て世
帯を応援するため、出生児・３歳児・6歳児を
対象に１人あたり１万円分のこども商品券を交
付した。

質疑Pick up!  子育て世帯から好評
問 　子育て世帯からの反響は。
答 　「記念に子どものおもちゃを購入したい」

「子どもたちも喜んでおり、とてもありがたい」
「長泉町に住んでいてよかった」などの声があっ
た。

妊娠期から出産後まで�
� 安全な外出を支援
妊産婦応援タクシー利用助成事業費�
� １5万円
検診時など妊産婦が安全・安心に外出できるよ
うマイナンバーカードを活用しタクシー代を助
成した。

質疑Pick up!  利用率はどのくらい？
問 　助成の対象範囲と利用者数は。
答 　妊娠届出書提出時から出産予定日の２か

月後までが助成対象の範囲で、令和５年度は利
用登録30２人、利用実績は延べ２34件で
あった。

きっと・ずっと・もっと
「子育てを応援するさまざまな取り組みは助かります」
先日、こどもが生まれました。妊娠後期の不安だった
検診時、タクシーの助成を利用でき、助かりました。
また、出生届提出時にいただいた商品券もとても嬉し
かったです。 （中土狩　高橋さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／
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地域住民の協力で�
� 高齢者の生活を支援
生活支援体制整備事業費� １, １56万円

生活支援コーディネーターを配置し、地域住民
の助け合い活動を支援。有償ボランティアによ
る生活支援が行われた。令和6年度からは住民
が主体となって行う介護予防や生活支援サービ
スに対する補助金の交付が始まっている。

質疑Pick up!  �移動スーパーなど�
さまざまな支援が実現

問 　生活支援体制整備事業の成果は。
答 　ゴミ出しや散歩の付き添いなどの生活支

援や移動支援、移動スーパーによる買い物支援
などが実現している。

有償ボランティアによる移動支援

スマホを活用したキャッシュレス決済

デジタル技術を活用した�
� 新しい形の給付
キャッシュレス決済推進事業費�
� 70歳未満の方　　8, ３0３万円�
� 70歳以上の方　　２, 8２4万円

電子申請やキャッシュレス決済など、デジタル
技術に触れる機会をつくるため、全町民を対
象に3,000円を支給。70歳未満の方にはQUO
カードペイを、70歳以上の方にはTOICAを配
布した。

質疑Pick up!  �事務費削減とスピーディ
な給付が可能

問 　キャッシュレス決済推進事業としての成
果は。
答 　従来のプレミアム付き商品券事業と比較

すると、事務費の大幅な削減や町民に配布する
までの時間短縮が達成できた。

1,248回令和５年度
生活支援の提供回数 51.7％電子決済を利用して

いる割合
（令和５年度住民意識調査）

延べ

きっと・ずっと・もっと
「日常生活を便利に」

時代の流れから、キャッシュレス決済が日常化している
と感じます。最初の登録は大変苦労しましたが、便利に
使わせていただきます。 （納米里　泉さん夫婦）

＼議員が取材 People's Voice／
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新しい技術を活用し�
� 環境に優しいまちづくりを
サステナブル住宅支援事業費補助金�
� １, 975万円
温室効果ガスの排出抑制に向け、ZEH住宅や
省エネ設備の設置に対し補助金を交付した。

質疑Pick up!  �新たな設備の定着には
時間が必要

問 　この補助金は令和5年度に制度改正し
V2Hなど対象の設備を拡充しているが、申請
が多いのは太陽光発電や蓄電池など以前からあ
るメニューである。このような傾向をどう捉え
ているか。
答 　新たに対象とした設備の有用性に対する

認識が浸透するには一定の期間を要する。大変
有益な事業であるため、今後も継続して周知を
図っていく。

19.8％令和７年度までの
二酸化炭素削減目標

手厚い支援で児童生徒の�
� 学校生活を応援
会計年度任用職員人件費�
� ２億１, 690万円
児童生徒の学びや学校生活、学級運営を円滑に
するため、特別支援や少人数指導などさまざま
な分野の支援員を配置した。

質疑Pick up!  �町独自で支援員を配置
問 　多くの支援員を配置し、手厚い支援策で
学校運営の充実を図っているが、町が費用を負
担し配置している支援員の数は。
答 　令和５年度末時点で学校に在籍する支援

員は98人、教育推進課に配置している教育ア
ドバイザーや特別支援教育専門員などは６人で、
合計104人である。

104人/320人

町が独自に配置している支援員数 町内小中学校教職員数

円滑な学校運営をサポートする支援員

ZEH（ゼッチ）… ゼロ・エネルギー・ハウス。高い断熱性能、高効率な設備システムによる省エネと、太陽光発電などの
再生可能エネルギーにより年間の一次エネルギー消費量の収支がゼロになることを目指した住宅。

V2H…電気自動車に貯められた電力を家庭用に有効活用するシステムのこと。

きっと・ずっと・もっと
「快適でサステナブルな暮らしを」

ZEH住宅を建てました。高密度の断熱住宅で太陽光
エネルギーを利用して全館空調になり、夏は涼しく、
冬は暖かい環境で健康的な暮らしができます。
 （納米里　柏木さん夫婦）

＼議員が取材 People's Voice／
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きっと・ずっと・もっと
「町民にも移住者にも幅広い支援を」

私はIターン者で、平成8年に町民になりました。首
都圏の学生の就職活動に要した交通費支援だけでは
なく、生まれ育った町で就職・結婚など、生粋の町
民にももっと恩恵があって良いと思います。住み続
けられる町となるよう期待しています。
 （本宿　千葉さん）

＼議員が取材 People's Voice／

駐輪場の混雑解消で�
�もっと使いやすいなめり駅に
駐輪場管理費� 9２5万円

混雑が続いていた長泉なめり駅東口駐輪場を改
修し、自転車などの駐車可能台数を増やすもの。

質疑Pick up!  �従来と比べ２倍の�
駐輪台数を確保

問 　改修後の駐輪可能台数は。
答 　これまで駐輪可能台数は40台とされて

いたが、実際には通路部分を含め70台以上の
駐輪を確認している。今回、サイクルラックの
設置を含め、駐輪台数81台を確保する予定で
ある。

861人令和４年度なめり駅
１日あたり平均乗客数

令和５年度
静岡県への移住者数 2,890人

大学生のＵＩＪターンを�
� 支援し、移住を促進
地方就職学生支援事業費補助金� ３万円

東京圏内の大学に通う学生が卒業後に町内へ移
住を目的に企業への就職活動に要した往復交通
費の一部を補助するもの。

質疑Pick up!  �交付を受けるための�
要件多数

問 　制度の詳細、交付要件は。
答 国が地方創生移住支援事業を拡充し、大

学卒業後に地方に移住する学生への支援を強化
するもの。大学卒業年度に、本部が都内にある
4年生大学の東京圏内のキャンパスに在学する
学生が対象で、卒業年度まで東京圏に継続して
在住すること、勤務地が静岡県内の企業に内定、
長泉町への移住の意思などの要件がある。

補正予算
� ＰＩＣＫＵＰ！

混雑している長泉なめり駅東口駐輪場
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同意第11号 長泉町教育委員会委員の任命 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 171号 長泉町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 172号 令和５年度長泉町水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 173号 令和５年度長泉町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 174号 令和６年度長泉町一般会計補正予算（第３回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 175号 令和６年度長泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 176号 令和６年度長泉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 177号 令和６年度長泉町介護保険事業特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 178号 令和６年度長泉町土地取得事業特別会計補正予算（第２回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
議第 179号 住民票の写し等の交付に関する事務の委託の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
認第 22号 令和５年度長泉町一般会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
認第 23号 令和５年度長泉町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
認第 24号 令和５年度長泉町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
認第 25号 令和５年度長泉町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
認第 26号 令和５年度長泉町土地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
認第 27号 令和５年度長泉町水道事業会計決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
認第 28号 令和５年度長泉町下水道事業会計決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

陳情第１号 「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書」採択
に関する陳情書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

意見書第３号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

意見書第２号 「地震防災対策強化地域における地震対策緊急整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」の延長に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

を可決20議案
公開します
審議した議案と議員ごとの賛否

映像Pick up! 一般会計決算
反対討論
　福田　明�議員
賛成討論
　杉森賢二�議員 映像は47分45秒～

議会で同意

教育委員
渡邉　由紀子�氏

傍聴は議場で！スマホで！
「いつでも・だれでも」
議場は役場3階。傍聴したい方は議会
ホームページで予定を確認していただ
くか、議会事務局にお問合せください。
� （℡055－989－55２6）

再任

きっと・ずっと・もっと
「良い町になっていくことを期待」
傍聴の経験はないですが、ネット中継
や録画映像を観ています。いろいろな
人たち、みんなが更にお互いに安心し
て暮らせる街になっていくことを希望
します。 （竹原　鈴木さんファミリー）

＼議員が取材 People's Voice／
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町民の関心・議員の視点

一般質問
町のさまざまな課題などについて、議員が
自身の考えや提案も含めて町に考えを聞く
「一般質問」。
議員ごとの視点（着眼点）も見えてきます。

子育て・教育
石川議員　授乳室利用者へわかりやすい案内や周知を
若林議員　未来を拓く児童・生徒の学習機会の創出は

環境
石川議員　学校教材の脱プラ・リサイクルの取り組みを

防災
堀内議員　災害ケースマネジメントの制度化を
大沼議員　南海トラフ地震臨時情報は同報無線で広報を　

まちづくり
内田議員　新たな企業誘致による税収確保を

くらし
福田議員　マイナ保険証の対応は

９月議会では６人が登壇

「あなたはどの視点に共感しますか？」

映像でも
見られます

8令和6年9月定例会
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し
て
い
く

子
育
て
に
優
し
い
環
境
整
備
を

問
　

可
動
式
ボ
ッ
ク
ス
型
授
乳
室
の

設
置
や
授
乳
室
専
用
で
は
な
い
部
屋

に
は
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
仕
切
る
な

ど
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
授
乳
場

所
の
確
保
を
。

答
　

既
存
の
公
共
施
設
で
は
限
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
新
た
に
可
動
式

ボ
ッ
ク
ス
型
授
乳
室
の
設
置
や
、
専

用
の
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
は
費
用

的
に
も
ス
ペ
ー
ス
的
に
も
難
し
い

が
、
イ
ベ
ン
ト
や
貸
館
な
ど
の
内
容

に
よ
り
、
授
乳
の
利
用
状
況
な
ど
を

想
定
し
、
施
設
ご
と
の
工
夫
を
行
う

こ
と
で
子
育
て
環
境
の
向
上
に
努
め

て
い
く
。

問
　

わ
か
り
や
す
い
授
乳
室
の
案
内

表
示
の
設
置
や
授
乳
室
を
検
索
で
き

る
よ
う
母
子
モ
ア
プ
リ
に
機
能
の
追

加
が
で
き
な
い
か
。

答
　

各
施
設
の
入
口
に「
な
が
い
ず

み
ベ
ビ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定
施
設
」

の
表
記
を
し
て
い
る
ほ
か
、
ピ
ク
ト

サ
イ
ン
を
表
示
し
て
い
る
。
ち
ょ
う

ど
い
い
子
育
て
ア
プ
リ
「
母
子
モ
」

に
つ
い
て
は
早
急
に
対
応
し
、
授
乳

室
と
し
て
使
用
で
き
る
施
設
を
検
索

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
公
共
施

設
の
空
ス
ペ
ー
ス
を
兼
用
活
用
し
て

い
る
施
設
に
つ
い
て
も
、
授
乳
さ
れ

る
方
が
多
く
想
定
さ
れ
る
場
合
に

は
、
利
用
で
き
る
表
示
を
臨
時
的
に

す
る
こ
と
で
利
用
し
や
す
く
わ
か
り

や
す
い
案
内
表
記
に
努
め
て
い
く
。

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
を

問
　

老
朽
化
や
費
用
対
効
果
に
よ
り

稼
働
停
止
し
て
い
る
生
ご
み
処
理
機
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
の
た
め
環
境
に
配

慮
し
た
新
た
な
機
械
導
入
の
検
討
を
。

答
　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
も
効
果
が
あ
る

と
考
え
生
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み

は
、
他
自
治
体
の
状
況
や
最
新
の
機

器
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、
費
用

対
効
果
も
踏
ま
え
対
応
を
研
究
す
る
。

問
　

学
校
教
材
の
脱
プ
ラ
・
リ
サ
イ

ク
ル
や
入
学
時
一
括
購
入
シ
ス
テ
ム

の
変
更
な
ど
で
き
な
い
か
。

答
　

学
校
教
材
の
特
殊
性
か
ら
脱
プ

ラ
素
材
の
対
応
は
難
し
い
が
、
今

後
、
制
服
リ
ユ
ー
ス
の
よ
う
な
取
り

組
み
の
教
材
活
用
な
ど
の
可
能
性
や

教
材
購
入
の
仕
組
み
の
在
り
方
を
研

究
し
て
い
く
。

問
　

全
国
的
に
学
校
給
食
用
牛
乳
の

ス
ト
ロ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
る
。

県
や
学
校
給
食
会
へ
要
望
し
業
者
へ

働
き
か
け
る
な
ど
ス
ト
ロ
ー
レ
ス
化

へ
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答
　

プ
ラ
ご
み
削
減
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減
、
児
童
生
徒
の
環
境
意
識
向
上

を
目
的
に
取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
ま
で
業

者
へ
働
き
か
け
を
行
っ
た
こ
と
は
な

い
が
、
県
内
業
者
で
開
封
し
や
す
い

紙
パ
ッ
ク
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
事
業
者
よ
り
導
入
の
打

診
が
あ
れ
ば
発
達
段
階
に
応
じ
た
導

入
を
学
校
と
相
談
し
て
い
く
。

授
乳
室
利
用
者
へ
わ
か
り
や
す
い
案
内
や
周
知
を

学
校
教
材
の
脱
プ
ラ
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を

ちょうどいい子育てアプリ「母子モ」で授乳できる施設を 
簡単検索！赤ちゃんとのお出かけもこれで安心。

安心して授乳でき
る場所の確保は重
要ですよね。ママ
の安心は赤ちゃん
にも伝わります。
安心してお出かけ
できる長泉に。

石川 美穂議員の視点
子 育て・教育
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

平
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
い
く

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

問
　

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実

施
に
向
け
た
研
修
会
を
行
う
か
。

答
　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
に
向

け
、
全
職
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開

催
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
支
援

体
制
は
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
い
て
も
有
用
で
あ
り
、
さ
ら

に
十
分
な
認
識
・
浸
透
に
向
け
、
必

要
な
研
修
を
実
施
し
た
い
。

問
　

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

実
効
的
に
す
る
た
め
、専
門
性
を
持
っ

た
民
間
支
援
者
や
支
援
機
関
と
の
連

携
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
　

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支

援
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、ケ
ー

ス
会
議
で
の
連
携
が
想
定
さ
れ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、自
立
相
談
支
援
機
関
な

ど
と
は
、平
時
か
ら
連
携
会
議
や
実

施
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、顔
の
見
え

る
綿
密
な
関
係
が
構
築
で
き
て
お

り
、発
災
直
後
か
ら
円
滑
な
連
絡
・

調
整
が
実
施
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　

災
害
後
の
的
確
な
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
、
正
確
な
情
報
が
必
要
と

な
る
。
地
域
の
民
間
支
援
者
と
町
の

担
当
課
・
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

の
対
処
法
は
。

答
　

平
時
で
の
重
層
的
支
援
体
制
の

中
で
、
福
祉
・
教
育
・
健
康
な
ど
の

関
係
者
と
の
間
で
情
報
共
有
が
で
き

て
い
る
。
こ
の
体
制
を
生
か
し
、
災

害
に
お
け
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
情
報
を

新
た
な
情
報
と
し
て
加
え
、
適
切
な

支
援
に
つ
な
げ
た
い
。

問
　

的
確
な
被
災
者
支
援
と
な
る
災

害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
制
度
化

す
る
考
え
は
。

答
　

平
時
に
お
け
る
重
層
的
支
援
体

制
の
構
築
・
運
用
は
、
災
害
時
に
お

け
る
被
災
者
支
援
も
同
様
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。
制
度
化
に
向
け
た
新

た
な
取
り
組
み
で
は
な
く
、
既
に
平

時
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
住
民
に
寄

り
添
っ
た
支
援
体
制
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
す
る
中
で
、
実
効
性
の
あ

る
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度

の
運
用
に
向
け
、
国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
先
進
事
例
を
参
考

に
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

子
ど
も
を
守
る
施
策
を

問
　

長
泉
中
学
校
建
て
替
え
に
伴

い
、
校
舎
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
行
き
来

す
る
た
め
に
、
道
路
の
横
断
が
日
常

と
な
る
。
安
全
を
考
え
歩
道
橋
の
設

置
が
必
要
で
は
。

答
　

旧
不
二
精
機
製
造
所
跡
地
と
現

状
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
の
一
体
的
な
活

用
を
検
討
す
る
中
で
、
生
徒
が
安
全

に
移
動
で
き
る
最
適
な
手
段
を
考
え

て
い
く
。

問
　

学
習
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入

の
考
え
は
。

答
　

中
央
教
育
審
議
会
の
議
論
を
踏

ま
え
国
が
示
し
た
、
小
学
校
５
年
生

以
上
の
外
国
語
に
お
い
て
、
令
和
６

年
度
か
ら
紙
の
教
科
書
を
併
用
し
て

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
し
、
今

後
、
段
階
的
に
算
数
・
数
学
か
ら
拡

大
す
る
と
い
う
方
針
に
沿
っ
て
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
制
度
化
を

平時と非常時、変わらぬ備えが安心につながる。

「災害ケースマネ
ジメント」による
生活再建支援は、
災害関連死を防
ぎ、被災者に寄り
添った支援とな
る。

堀内 浩議員の視点
防 災
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答
弁

環
境
を
整
備
し
、
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る

医
療
健
康
・
物
流
関
連
の
誘
致

問
　

医
療
田
園
都
市
構
想
・
医
療
城

下
町
と
し
て
企
業
誘
致
の
取
り
組
み

進
捗
状
況
と
今
後
の
展
望
は
。

答
　

令
和
５
年
７
月
、
県
が
医
療
田

園
都
市
構
想
（
ふ
じ
の
く
に
メ
デ
ィ

カ
ル
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
）
を
策

定
し
、
具
体
的
な
行
動
計
画
を
整
理

し
て
お
り
、
今
後
は
関
係
市
町
と
共

有
し
な
が
ら
調
整
を
進
め
て
い
く
。

町
で
は
、
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー

周
辺
は
企
業
誘
致
を
促
進
す
る
エ
リ

ア
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
も
開
発
可
能
性
調
査
な
ど
企
業

誘
致
の
準
備
を
進
め
て
き
た
。
現

在
、
町
道
下
長
窪
駿
河
平
線
の
渋
滞

解
消
を
目
的
に
国
道
２
4
６
号
に
接

続
す
る
北
部
幹
線
道
路
の
整
備
を
進

め
、
併
せ
て
医
療
健
康
産
業
の
集
積

に
向
け
、
県
や
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
る
。

問
　

新
東
名
高
速
道
路
長
泉
沼
津
Ｉ

Ｃ
周
辺
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
進
捗

状
況
と
今
後
の
展
望
は
。

答
　

長
泉
沼
津
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
、
県
構

想
や
町
各
種
計
画
と
一
致
す
る
事
業

者
と
具
体
的
な
調
整
を
進
め
て
お

り
、
所
有
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開

催
し
て
い
る
。
今
後
、
町
は
地
権
者

と
事
業
者
と
の
調
整
を
担
い
な
が

ら
、
各
種
許
認
可
手
続
き
な
ど
早
期

稼
働
に
向
け
支
援
し
て
い
く
。

町
内
経
済
活
性
化
対
策
を

問
　

現
在
の
町
内
景
気
動
向
と
そ
の

対
策
は
。

答
　

商
工
会
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

ど
の
業
種
も
売
り
上
げ
に
大
き
な
変

動
は
な
い
が
、
物
価
や
人
件
費
の
高

騰
の
影
響
を
販
売
価
格
な
ど
に
転
嫁

す
る
こ
と
が
難
し
く
、
利
益
が
減
少

し
て
お
り
、
国
な
ど
各
種
補
助
金
の

活
用
を
周
知
し
対
応
を
図
っ
て
い

る
。問

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
な

ど
を
行
い
、
事
業
者
と
町
民
の
支
援

を
。答

　

町
は
こ
れ
ま
で
他
市
町
に
先
駆

け
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
事
業
用

に
要
し
た
燃
料
費
を
支
援
す
る
物
価

高
騰
等
対
策
中
小
企
業
臨
時
支
援
金

な
ど
多
く
の
経
済
対
策
事
業
を
実
施

し
て
き
た
。
助
成
事
業
は
恒
久
的
に

行
う
も
の
で
は
な
く
、
財
源
の
検
討

を
慎
重
に
行
っ
た
上
で
目
的
を
明
確

に
し
、
町
民
・
事
業
者
に
有
効
な
時

期
を
判
断
し
て
行
う
も
の
と
認
識

し
、
現
段
階
で
は
町
独
自
の
町
内
経

済
活
性
化
策
の
考
え
は
な
い
。

問
　

新
規
起
業
者
店
舗
へ
の
誘
導
を
。

答
　

令
和
６
年
６
月
、
商
工
会
と
連

携
し
、
フ
レ
ス
ポ
長
泉
を
会
場
に
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
、
創

業
セ
ミ
ナ
ー
修
了
者
な
ど
15
店
舗
が

出
店
し
、
５
0
0
人
を
超
え
る
来
場

者
が
あ
り
、
新
規
起
業
者
の
認
知
度

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
今
後
も

創
業
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
出
店
や
起
業
か
ら
間
も
な
い
事
業

者
を
対
象
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

事
業
継
続
支
援
を
図
る
。

新
た
な
企
業
誘
致
に
よ
る
税
収
確
保
を

冷凍倉庫を営む事業者が進出を希望する新東名長泉沼津IC
周辺。物流機能の強化と起業誘致の促進が期待される。

企業誘致や子育て
支援の政策で王道
である税収を確保
したい。企業誘致
の更なる推進を。

内田 幸英議員の視点
ま ちづくり
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

コンソーシアム…共通の目的をもつ複数の組織が協力するために結成する共同体。
青木村…長野県中央部に位置する町の姉妹都市。

答
弁

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
増
に
向
け
て
研
究
す
る

寺
子
屋
公
民
館
の
開
設
を

問
　

令
和
４
年
夏
か
ら
開
催
し
た

「
な
が
い
ず
み
寺
子
屋
」
の
こ
れ
ま

で
の
実
績
、
評
価
、
問
題
点
は
。

答
　

こ
の
事
業
は
、
小
中
学
校
の
長

期
休
業
中
の
自
主
学
習
や
学
習
習
慣

づ
く
り
支
援
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
学
習
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
る

地
域
の
教
育
力
向
上
な
ど
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
。
こ
の
夏
は
、
11
日

間
開
催
し
延
べ
小
学
生
１
９
２
人
、

中
学
生
１
１
２
人
の
参
加
で
あ
っ

た
。
評
価
と
し
て
は
、「
集
中
し
て

勉
強
が
で
き
た
」
な
ど
多
く
の
前
向

き
な
意
見
が
あ
り
、
97
％
の
保
護
者

よ
り
自
主
学
習
に
有
効
で
あ
る
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
課
題
は
、
十
分
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
が
確
保
で
き
て
お

ら
ず
、
支
援
員
一
人
当
た
り
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

問
　

協
力
し
て
く
れ
た
学
生
や
学
習

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
は
。
ま

た
学
生
の
う
ち
「
長
泉
未
来
人
定
住

応
援
事
業
」
対
象
者
の
人
数
は
。

答
　

令
和
６
年
夏
期
は
、
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
15
人
、学
生
８
人
で
学

生
は
全
体
の
34
・
８
％
。
過
去
３
年

間
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
20
人
の
う

ち
、未
来
人
は
18
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

今
後
、通
年
を
通
し
て
土
曜
日

の
開
催
は
検
討
し
て
い
る
か
。現
在

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み
を
拠

点
に
し
て
い
る
が
、児
童
・
生
徒
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
北
部
地

区
に
１
つ
、南
部
地
区
に
１
つ
の
計

３
カ
所
で
の「
寺
子
屋
公
民
館
」
の

開
設
は
。

答
　

通
年
で
の
開
催
や
開
催
場
所
の

増
加
に
つ
い
て
は
、
学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
確
保
が
さ
ら
に
厳
し
い

状
況
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
現

時
点
で
は
実
施
は
困
難
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
課
題
で
あ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み

を
研
究
し
て
い
く
。

寺
子
屋
公
民
館
で
こ
ど
も
食
堂
を

問
　

寺
子
屋
が
開
催
さ
れ
る
期
間
中

に
学
習
支
援
と
と
も
に
、
ひ
と
り
親

世
帯
や
、
共
働
き
世
帯
な
ど
の
こ
ど

も
た
ち
に
栄
養
あ
る
食
事
を
誰
か
と

一
緒
に
食
べ
る
場
で
あ
る
「
こ
ど
も

食
堂
」
の
機
能
を
連
携
し
た
「
寺
子

屋
公
民
館
こ
ど
も
食
堂
」
の
開
設
は

ど
う
か
。

答
　

こ
ど
も
食
堂
の
事
業
継
続
に

は
資
金
や
多
く
の
労
力
が
必
要
で

あ
り
、
担
い
手
確
保
の
課
題
も
あ

る
。
困
窮
世
帯
へ
の
教
育
支
援
や
食

事
支
援
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
を
中
心
と
し
た
ス
タ
デ
ィ
・

サ
ポ
ー
ト
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
活
動

を
し
て
お
り
、
学
習
支
援
教
室
「
に

じ
っ
こ
」
が
学
習
支
援
に
加
え
、
寄

付
を
受
け
た
食
料
の
配
布
や
食
事
の

提
供
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

わ
ん
ぱ
く
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
青
木
村

問
　

姉
妹
都
市
青
木
村
と
の
自
治
体

間
交
流
で
こ
ど
も
達
の
自
然
体
験
と

し
て
、
ま
た
、
現
在
増
え
て
い
る
不

登
校
の
児
童
・
生
徒
に
も
呼
び
か
け

た
、
生
活
環
境
が
変
わ
る
里
山
留
学

と
し
て
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
は
。

答
　

夏
季
に「
松
崎
町
・
西
伊
豆
町
体

験
事
業
」を
実
施
し
て
お
り
、新
た
に

追
加
し
て
の
事
業
は
考
え
て
い
な
い
。

未
来
を
拓
く
児
童
・
生
徒
の
学
習
機
会
の
創
出
は

学習支援ボランティアによる「ながいずみ寺子屋」

地域の人材と資源
を活用した、児童・
生徒の誰も取り残
さない地域教育向
上に向けて、さら
なる学習機会の
創出を求める。

若林 徹議員の視点
子 育て・教育
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標準保険料率… 一定の方式で算定した標準的な保険料率、市町村間や都道府県間の比較を可能とし、保険料を「見
える化」したもの。

答
弁

利
用
方
法
な
ど
の
周
知
を
図
る

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

問
　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
病
院
で
ど
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
の
か
。

答
　

町
内
医
療
機
関
で
は
、
ご
本
人

が
暗
証
番
号
を
忘
れ
る
、
受
付
機
器

で
の
顔
認
証
が
で
き
な
い
、
カ
ー
ド

の
読
み
取
り
エ
ラ
ー
な
ど
が
あ
る
。

問
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
な
い

方
に
発
行
す
る
資
格
確
認
書
の
周
知

は
。答

　

広
報
な
が
い
ず
み
７
月
号
の
特

集
記
事
で
案
内
を
掲
載
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方

や
、
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
を
し

て
い
な
い
方
に
は
、
令
和
６
年
８
月

の
更
新
通
知
お
よ
び
新
規
加
入
者
向

け
の
チ
ラ
シ
文
書
で
、
資
格
確
認
書

を
送
付
す
る
案
内
を
し
て
い
る
。

問
　

県
は
令
和
９
年
度
の
保
険
料
水

準
の
統
一
を
目
指
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
段
階
を
踏
ん
で
い
く
の
か
。

答
　

県
で
は
、
標
準
保
険
料
率
の
一

本
化
を
目
標
に
令
和
９
年
度
ま
で

に
、
医
療
費
適
正
化
、
賦
課
方
式
の

統
一
、
赤
字
繰
入
の
解
消
・
削
減
な

ど
を
行
い
、
保
険
料
水
準
の
統
一
を

目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
11
年
度
を
対
象
期
間
と

し
た
、「
静
岡
県
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
」
を
策
定
し
た
。
こ
れ
は
、

第
１
段
階
と
し
て
市
町
が
県
に
納
め

る
納
付
金
に
つ
い
て
、
医
療
費
水
準

を
反
映
さ
せ
な
い
「
納
付
金
ベ
ー
ス

の
統
一
」
を
令
和
12
年
度
ま
で
の
目

標
と
し
、
第
２
段
階
と
し
て
、
市
町

間
の
差
異
を
解
消
し
て
、
同
じ
所
得

水
準
、
世
帯
構
成
で
あ
れ
ば
同
じ
保

険
料
と
す
る
「
完
全
統
一
」
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

問
　

国
保
の
18
歳
以
下
の
均
等
割
を

無
料
に
、
せ
め
て
未
就
学
児
は
無
料

に
で
き
な
い
か
。

答
　

令
和
4
年
度
の
法
施
行
に
伴
い

未
就
学
児
の
均
等
割
は
５
割
軽
減
の

措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県

は
保
険
料
水
準
の
完
全
統
一
を
進
め

て
お
り
、
今
、
均
等
割
の
無
料
化
を

す
る
こ
と
は
、
こ
の
取
り
組
み
に
逆

行
す
る
た
め
、
町
独
自
の
減
免
制
度

は
考
え
て
い
な
い
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

問
　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
、
職
員
の
研
修

は
行
っ
て
い
る
か
。

答
　

町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
対
応
す
る
指
針
と
し
て
、

令
和
６
年
３
月
「
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
に
関
す
る
規
程
」
を
定

め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
、
排
除

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
研

修
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
の
中

で
取
り
扱
い
、
平
成
26
年
度
か
ら
平

成
28
年
度
に
階
層
別
の
研
修
を
実
施

し
た
。
令
和
６
年
８
月
に
町
議
会
主

催
の
研
修
に
管
理
職
が
参
加
し
、
一

般
職
員
は
10
月
に
研
修
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

問
　

相
談
者
や
通
報
者
の
匿
名
性
が

保
た
れ
る
安
全
な
仕
組
み
な
の
か
。

答
　

相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
や
相
談
の
内
容
、
相
談
に
関
し
職

務
上
知
る
こ
と
が
で
き
た
秘
密
の
保

持
を
徹
底
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
対
応
は

残してほしい健康保険証

マイナ保険証はト
ラブルが続いてい
る。資格確認書を
発行するのではな
く、健康保険証を
引き続き使えるよ
うにするべき。

福田 明議員の視点
く らし
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「あなたはどの視点に共感しますか？」

一般質問

答
弁

状
況
を
鑑
み
た
中
で
適
切
な
対
応
を
と
る

問
　

８
月
８
日
に
発
表
さ
れ
た
臨
時

情
報
「
調
査
中
」
と
「
巨
大
地
震
注

意
」、
15
日
終
了
ま
で
の
対
応
・
体

制
は
。

答
　

８
日
午
後
５
時
、
気
象
庁
の
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
調
査

中
）
の
発
表
を
受
け
、
情
報
収
集
体

制
と
し
た
。
そ
の
後
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
の

発
表
で
警
戒
体
制
と
し
、
担
当
部
署

に
お
い
て
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
２
人
体
制
、
午
後
９
時
か
ら
翌

日
午
前
９
時
ま
で
１
人
体
制
で
、
連

日
24
時
間
体
制
で
警
戒
に
あ
た
っ

た
。
15
日
午
後
５
時
、
内
閣
府
か
ら

「
特
別
な
呼
び
か
け
は
終
了
」
の
発

表
を
受
け
、
警
戒
体
制
を
解
除
と
し

た
。問

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
は

同
報
無
線
で
の
広
報
が
必
要
で
は
な

い
か
。
町
の
対
応
は
。

答
　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が

十
分
周
知
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
の

同
報
無
線
に
よ
る
広
報
は
町
へ
の
問

合
せ
で
混
乱
が
想
定
さ
れ
た
た
め
、

巨
大
地
震
注
意
の
発
表
に
合
わ
せ
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式
ラ
イ
ン
、
静

岡
朝
日
テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
活
用

し
た
文
字
情
報
を
発
信
し
た
。
今

後
は
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
」
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
努
め
て
い
き
、
同
報
無
線

に
よ
る
広
報
は
臨
時
情
報
発
表
時
の

状
況
に
よ
り
適
切
な
対
応
を
す
る
。

問
　

町
の
公
式
ラ
イ
ン
登
録
者
は
。

答
　

９
月
１
日
現
在
、
１
万
８
５
９

３
人
が
登
録
し
て
い
る
。

問
　

臨
時
情
報
発
表
中
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
閲
覧
回
数
は
。

答
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
緊

急
情
報
に
4
５
4
６
回
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
に
関
す
る
ペ
ー
ジ

に
は
２
３
4
８
回
の
ア
ク
セ
ス
が

あ
っ
た
。

問
　

夏
休
み
期
間
中
の
発
表
で
あ
っ

た
が
、
通
常
登
園
、
登
校
日
の
場
合

の
対
応
は
。
ま
た
保
護
者
に
求
め
る

協
力
は
。

答
巨
大
地
震
注
意
、
巨
大
地
震
警

戒
の
い
ず
れ
も
、
日
頃
か
ら
の
地
震

へ
の
備
え
を
再
確
認
し
、
原
則
通
常

授
業
の
対
応
と
な
る
。
在
園
、
在
校

中
に
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
発
生

し
た
場
合
は
、
園
児
、
児
童
、
生
徒

の
引
き
渡
し
と
な
る
こ
と
か
ら
、
連

絡
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
保
護
者
に
依

頼
す
る
。

問
　

政
府
の
災
害
時
Ｔ
Ｋ
Ｂ
を
速
や

か
に
提
供
で
き
る
よ
う
市
町
村
に
求

め
た
こ
と
を
受
け
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
導
入
を
。

答
ト
レ
ー
ラ
ー
の
牽
引
免
許
の
取

得
、
運
転
者
の
確
保
、
車
両
の
維
持

管
理
面
な
ど
経
費
の
課
題
が
あ
り
導

入
の
予
定
は
な
い
。

問
　

令
和
６
年
度
総
合
防
災
訓
練
に

参
加
し
た
世
帯
数
と
安
否
確
認
状
況

は
。答

　

当
日
10
時
30
分
現
在
、
41
区
、

延
べ
８
８
９
２
世
帯
（
１
万
4
２
２

0
世
帯
中
）、
62
・
50
％
の
安
否
確

認
情
報
が
報
告
さ
れ
た
。

問
　

町
在
住
外
国
人
の
防
災
対
策
は
。

答
　

町
が
実
施
す
る
日
本
語
教
室
に

ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
地
震
の

備
え
」
を
加
え
た
。
転
入
者
に
は
英

語
版
を
含
め
た
６
か
国
語
の
防
災
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
て
い
る
が
、

令
和
６
年
度
は
デ
ジ
タ
ル
版
に
改
定

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
周

知
し
て
い
く
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
は
同
報
無
線
で
広
報
を

いつか来る南海トラフ地震に備え行われた遺体措置訓練

南海トラフ地震臨
時情報は、住民へ
の周知徹底と町の
体制構築を。

大沼 正明議員の視点
防 災

ＴＫＢ… 「トイレ・キッチン・ベッド」の略で、災害関連死を防ぐために必要とされる「清潔なトイレ」「温かい食
事」「快適な就寝環境」のこと。 14令和6年9月定例会
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新しくなった
議会だより

教育施設
整備

「みらいずみ」親しみやすい
素敵な名前ですね。ロゴの
デザインもおしゃれだし今
号のように各ページに町内
在住の若い世代やご家族な

どに登場していただくと、より身近に感じて
手に取る方が増えると思います。（30代）

今回のみらいずみ、デザインも新たに見やす
くオシャレになりましたね。堅苦しい形とは
違って文の構成もとても読みやすく、今まで
以上に読んでみたいという気持ちを高めてく
れます。やはり実際に住んでいる町民の方の
写真などがあると内容もより身近に感じま
す。（40代）

クイズのこたえと、住所・氏名・年齢・電話番号、
議会だよりへの感想を書いて、❶❷❸いずれかで
お送りください。

❶はがき　〒411-8668　長泉町中土狩828番地
　　　　　長泉町議会　広報広聴常任委員会宛

❷ FAX�
　055-986-5905

❸応募
　フォーム

わたしも一言
読んだ・わかった・考えた 議会だよりNo.211「わが町たんけんクイズ」

への応募は 97件で、議会だよりへの感想や
町への「ひと言」も多数いただきました。
皆さんは、どう考えますか？

No.211は
こちらから
読めます→

ヒント…令和4年11月、桃沢にオープンしました。子どもから
お年寄りまで幅広い世代に人気の施設です。

150 回目！
きっと・ずっと・もっと！わが町 "発見 "クイズ

「長泉町○ークゴルフ場」

ここ！

応募して
みませんか

締切は11/30（土）消印有効
※当選は商品の発送をもってかえさせていただきます

◆前回のこたえは本宿用 水 でした。
　（応募 97通・正解 96通）

委員会視察レポートが特によかったです。議
員の仕事は町民からすると不透明であり、一
般質問も形式上に見えてしまうことがありま
すが、視察などの活動の見える化が安心感を
得て、町内にいては気づかない先進事例を知
ることができました。特に、それを長泉町に
どう生かすかという点にまで掘り下げている
ことに感心しました。リニューアルしたみら
いずみに期待しています。（20代）

大
沼
議
員
に
よ
る

議
員
の
お
作
法 

▼ 

一
般
質
問
で
は
い
つ
も
後
半
に
登
壇
し
て
い
ま
す
。
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次の定例会は
11 月 25 日（月）開会予定
審議日程や議案一覧などは 11月 19日ごろホームページに掲載予定

長泉町議会

発行：静岡県駿東郡長泉町議会
（発行責任者　議長　下山和則）
〒411-8668
静岡県駿東郡長泉町中土狩 828
TEL.055-989-5526
FAX.055-986-5905
gikai@town.nagaizumi.lg.jp

編集：広報広聴常任委員会
委 員 長　堀内　　浩
副委員長　安田三津子
委　　員　植松英樹・杉森賢二
　　　　　福田　明・若林　徹
　　　　　石川美穂・内田幸英

Editor’s note
きっと・ずっと・もっと
秋も深まり町内の葉が鮮やかに色
づく季節を迎えました。これから
ますます寒くなりますが皆さまど
うぞご自愛ください。令和5年度
決算は健全な財政状況でした。引
き続き「住みたい、住み続けたい」
と思う人が増えれば幸いです。
� （内田幸英）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮した
ユニバーサルデザインフォントを
使用しています

▲議会だよりがアプリで読める！
「マチイロ」で検索

杉山さんファミリー
（下長窪）

結婚を機に長泉町に転居し４年となります。パルながいずみは一
時保育でお世話になっており、施設はきれいでスタッフの方も優
しく、さらに玩具も多く家族にとってお気に入りのスポットです。
また、町の様々な子育て支援には感謝しています。パークゴルフ
場やキャンプ場にも足を運んで楽しんでいて、子どもと一緒に行
けるファミリーレストランがもっと町内にあると良いですね。

No.212
2 0 2 4 . 1 1 . 1
（令和６年９月定例会）

議会のこと、届けます

フォローはこちらから
Instagram Facebook

Instagram・Facebook
はじめました

＼議員が取材／
今号の表紙のひと
interview

パル運動会編

平成 29年にオープンした「パルながいずみ」は、今年来場者 50万人を達成
した長泉町の人気スポット。子供たちの笑顔や親子の触れ合いが満ち溢れて
おり、これからも居心地の良い場所となるよう議会としても応援していきたい
と思います。子育て世代にとって「きっと・ずっと・もっと」より良い施設とな
りますように！� （取材…植松議員・福田議員）

Gikai-voice

Gikai  information

議会報告会 みらいずみトーク
11 月 16 日（土）開催！

＼どなたでも、お気軽にご参加ください！／

議会の取り組みや各委員
会が審議した内容など
を、町民の皆さまにご報
告します。

時間：14：00 〜
場所：防災センター

応募フォーム

参加申し込みは
こちら▶

私たちがお待ちしています！


